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野球をやっていてよかったこと 

私は小学校 1年生の頃から野球を始めて、高校ま 

で 12年間野球を続けました。練習はとても辛かっ 

たですが、野球が嫌いになることはありませんでし 

たし、野球をずっと続けてきてよかったと思ってい 

ます。 

 

私が野球をやってよかったと思う点は、 

・考えて行動する力 

・コミュニケーション能力 

・礼儀 

この 3つを学ぶことができたからです。 

 

野球などのチームスポーツでは連携が大事になってきます。試合の中では、1 球ごとに予想さ

れるプレーを確認して準備をすることが求められます。私はキャッチャーというポジションを守

っていましたが、ピッチャーとのコミュニケーション、野手との連携の確認、相手はどんなバッ

ターなのかなど考えることが多く、とても大変だったことを覚えています。 

 礼儀は野球をしていくうえで一番気を付けていたことです。礼儀がなっていない人は練習に

参加することができなかったくらいです。監督、コーチだけでなく、先輩方や先生、近所の方

にも挨拶をしていました。また、先輩や後輩と上下関係を経験したことは今の私にとってとて

も大切な経験で、今後に役立つと感じています。 

 野球をやっていたことで、大切な仲間にたくさん出会うこともできました。今でも会うと笑

いが絶えないくらいです。素晴らしい仲間に出会うことができたことに感謝しています。野球

に限らず仲間は、ともに支えあい、成長する上で欠かせない存在であると私は思います。これ

からも様々な出会いに感謝して、大切に日々を過ごしていこうと思います。 

  

白井中の卒業生で  

野球部出身です。 


